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み
や
ぎ
中
小
建
設
業
協
会
と
の
意
見
交
換
会
及
び
被
災
地
視
察
を
終
え
て 

災
害
対
策
安
全
副
委
員
長 

戸 

髙 

弘 

喜 
 

西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
災
害
対
策
特
別
委

員
会
副
委
員
長
仰
せ
つ
か
っ
て
お
り
ま
す
戸
髙

と
申
し
ま
す
。 

西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
及
び
み
や
ぎ
中
小

建
設
業
協
会
と
の
意
見
交
換
会
・
被
災
地
視
察

の
責
任
者
と
い
う
事
で
し
た
の
で
、
今
回
の
意

見
交
換
会
及
び
視
察
に
つ
い
て
書
か
せ
て
頂
き

ま
す
。 

今
回
の
企
画
は
東
日
本
建
設
保
証
株
式
会
社

の
創
立
六
十
周
年
記
念
建
設
業
貢
献
策
に
係
る

助
成
金
「
防
災
・
減
災
対
策
事
業
」
を
活
用
し 

平
成
二
十
六
年
十
一
月
十
四
日
金
曜
日
か
ら
十

五
日
土
曜
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
、
宮
城
県
仙

台
市
に
あ
る
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
仙
台
に
お
い
て
、

西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
及
び
み
や
ぎ
中
小
建

設
業
協
会
と
の
意
見
交
換
会
・
被
災
地
視
察
を

行
な
い
ま
し
た
。 

以
前
よ
り
西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
と
み
や

ぎ
中
小
建
設
業
協
会
で
は
交
流
が
あ
り
、
東
日

本
大
震
災
で
の
対
応
な
ど
を
実
際
に
体
験
し
た

み
や
ぎ
中
小
建
設
業
協
会
の
皆
様
と
意
見
交
換 

会
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
必
ず
来
る
だ
ろ
う
と

思
わ
れ
る
首
都
直
下
型
地
震
に
つ
い
て
当
組
合

で
も
震
災
に
対
す
る
し
っ
か
り
と
し
た
対
応
が

出
来
て
い
れ
ば
、
地
元
西
多
摩
を
守
る
事
が
出

来
る
と
思
い
、
今
回
の
意
見
交
換
会
及
び
被
災

地
視
察
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
か
ら
二
十
五
名
・

み
や
ぎ
中
小
建
設
業
協
会
十
五
名
の
総
勢
四
十

名
の
意
見
交
換
会
は
約
二
時
間
四
十
五
分
行
な

わ
れ
、
一
部
と
二
部
に
構
成
で
、
一
部
で
は
み

や
ぎ
中
小
建
設
業
協
会
よ
り
『
震
災
対
応
活
動

の
紹
介
』
と
い
う
事
で
、
被
災
が
ひ
ど
か
っ
た

気
仙
沼
地
域
の
舗
装
工
事
中
に
大
震
災
に
あ
っ

た
話
や
、
津
波
震
災
に
あ
っ
た
話
、
内
陸
部
で

の
震
災
の
話
、
災
害
救
助
法
に
基
づ
く
住
宅
の

応
急
修
理
の
話
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

二
部
で
は
、
大
震
災
時
の
業
界
団
体
の
必
要

性
に
つ
い
て
と
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
み
や

ぎ 

 

 

回
答
し
て
頂
い
た
会
社
の
社
長
さ
ん
は
震
災

か
ら
二
日
後
が
検
査
だ
っ
た
と
の
事
で
、
当
初
は

役
所
も
震
災
に
よ
り
検
査
ど
こ
ろ
で
は
な
く
、
少

し
し
て
担
当
者
に
話
し
た
と
こ
ろ
結
局
検
査
が

二
ヶ
月
遅
れ
て
入
金
も
六
月
か
か
っ
た
と
の
事

で
し
た
。 

そ
の
時
に
工
事
請
負
契
約
書
が
あ
れ
ば
銀
行

等
で
色
ん
な
融
資
を
し
て
も
ら
え
る
の
だ
が
、
工

事
請
負
契
約
書
が
な
か
っ
た
場
合
は
工
事
写
真

で
完
成
と
み
な
し
た
と
の
事
で
し
た
が
、
大
震
災

後
に
工
事
請
負
契
約
書
も
な
く
写
真
も
な
い
の

で
、
工
事
金
額
が
入
金
さ
れ
る
ま
で
の
資
金
繰
り

が
正
直
大
変
だ
っ
た
と
お
話
し
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
東
京
都
の
場
合
は
規
模
が
大
き
い
の

で
、
他
県
と
の
協
定
を
結
び
よ
り
強
固
に
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
な
の
で
は
と
の
意
見
も
あ
り
ま

し
た
。 

 

意
見
交
換
会
は
約
四
十
五
分
で
し
た
が
当
組

合
か
ら
も
質
問
が
た
く
さ
ん
出
て
お
り
、
ま
た
み

や
ぎ
中
小
建
設
業
協
会
か
ら
も
当
組
合
に
質
問

が
あ
っ
た
り
と
、
大
変
良
い
意
見
交
換
会
が
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
の
懇
親
会
で
も
話
は
尽
き
ず
、

そ
の
中
で
も
個
々
に
情
報
交
換
し
て
今
後
も
こ

の
よ
う
な
会
を
続
け
て
い
け
る
よ
う
に
と
い
う

事
に
な
り
ま
し
た
。 

 

 
 

 

ぎ
中
小
建
設
業
協
会
の
対
応
と
今
後
へ
の
対
応
の

お
話
と
質
疑
応
答
と
意
見
交
換
会
を
行
な
い
ま
し

た
。 み

や
ぎ
中
小
建
設
業
協
会
が
用
意
し
て
頂
い
た

資
料
を
見
な
が
ら
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
三
年
八
ヶ

月
前
の
大
震
災
で
の
恐
ろ
し
さ
が
ひ
し
ひ
し
と
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。 

私
が
印
象
に
残
っ
た
話
は
、
仮
に
首
都
直
下
型
地

震
が
起
こ
っ
て
東
京
大
震
災
に
な
っ
た
場
合
を
想

定
し
て
、
『
オ
ー
ル
東
京
』
を
構
築
し
て
ほ
し
い
と

い
う
お
話
で
し
た
。 

東
日
本
大
震
災
時
に
は
行
政
は
何
も
指
揮
系
統

が
な
か
っ
た
た
め
苦
労
し
た
の
で
、
東
京
都
の
組
合

全
体
で
こ
の
震
災
に
対
応
す
る
の
に
は
、
『
オ
ー
ル

東
京
』
の
構
築
が
必
要
で
す
と
の
こ
と
で
し
た
。 

 

ま
た
、
災
害
後
に
工
事
の
検
査
に
つ
い
て
の
質
問

が
当
組
合
か
ら
出
ま
し
た
。 

 

 

翌
日
八
時
に
ホ
テ
ル
を
出
発
し
て
、
今
回
の
被

災
地
視
察
場
所
の
石
巻
地
区
に
向
か
い
ま
し
た
。 

現
場
名
は
『
長
面
九
工
区
農
地
災
害
復
旧
除
塩

工
事
』
の
現
場
で
、
田
ん
ぼ
だ
っ
た
と
こ
ろ
に
津

波
で
堤
防
を
越
し
て
海
水
が
田
ん
ぼ
に
入
っ
た
も

の
を
、
土
を
入
れ
替
え
て
撹
拌
し
て
農
業
が
出
来

る
塩
分
濃
度
に
す
る
工
事
で
し
た
。 

現
場
代
理
人
さ
ん
の
話
を
聞
く
と
、
役
所
で
は

十
年
で
工
事
完
了
を
目
指
し
て
い
ま
す
が
二
十
年

は
か
か
る
と
の
話
で
し
た
。 

そ
の
現
場
の
隣
に
、
ニ
ュ
ー
ス
に
も
な
っ
た
大

川
小
学
校
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
小
学
校
は
、
津
波
か
ら
逃
れ
る
た
め
先
生

の
指
示
で
土
手
に
逃
げ
た
の
で
す
が
、
津
波
が
土

手
に
来
て
し
ま
い
小
学
生
七
十
数
名
の
尊
い
命
が

な
く
な
り
ま
し
た
。 

小
学
校
は
窓
枠
な
ど
一
切
な
く
、
校
舎
を
結
ぶ
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
通
路
は
倒
れ
て
い
て
、
テ
レ
ビ
で 

 
 

 
 

 

 
 

の結論に至りました。 

西多摩は４市３町 1 村から

なる８市町村であることから、

除雪機各地区に 1 台というか

たちで、8 台購入致しました。   

購入に際しては、日ごろから

大変お世話になっています、 

東日本建設業保証株式会社の

勝又支店長様にもご尽力いた

だきまして、大変感謝をしてお

ります。 

今後は前回の雪害の経験を

生かし、各関係機関と協議を行

いながら迅速な除雪対応が行

えると思います。 

 １２月から３月までは前回

のような、雪が降らないとは限

りません。 

きちんとした装備を整えて、

西多摩地域の安心・安全を守り

たいと思います。 

西多摩建設協同組合の組合

員の皆様、今後も協力しながら

頑張りましょう。 

 

 

 

西多摩建設業協同組合所有（小型除雪機）のお知らせ 
事業委員長 小髙 城司 

 平成２６年１１月１９日、4 月より準備を進めていました

小型除雪機 8 台を無事に西多摩建設業協同組合に納入する事

が出来ましたので、組合員の皆様に有効活用してい頂きたく、

お知らせさせて頂きます。 

まだ、記憶に新しい今年の２月８日及び 2 月１４日の大雪

から９ヶ月がたちました。 

当時の除雪作業は組合員の皆様も大変苦労されたと思いま

す。特に大変な作業は歩道部の人力による除雪作業だったと

思います。 

 

見
る
映
像
と
は
違
い
津
波
の
恐
ろ
し
さ
を
目
の
当
た

り
に
見
ま
し
た
。
校
舎
の
隣
の
山
の
下
で
は
、
今
で
も

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
植
栽
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ

の
山
の
五
ｍ
ほ
ど
上
の
木
が
変
色
し
て
お
り
、
そ
の
高

さ
ま
で
津
波
が
来
た
と
の
説
明
を
聞
き
驚
き
ま
し
た
。 

 

今
回
み
や
ぎ
中
小
建
設
業
協
会
の
ご
協
力
の
も
と
、

意
見
交
換
会
や
視
察
を
し
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思

い
ま
し
た
。 

 

参
加
し
て
頂
い
た
当
組
合
員
の
皆
様
に
も
、
意
義
あ

る
意
見
交
換
会
だ
っ
た
と
言
っ
て
い
た
だ
き
、
私
自
身

も
ほ
っ
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

ま
た
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
こ
の
よ
う
な
会
を
企

画
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

今
回
の
会
に
ご
協
力
し
て
頂
き
、
ま
た
参
加
し
て
頂

き
ま
し
た
東
日
本
建
設
保
証
株
式
会
社
の
勝
又
様
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

こ
の
文
章
を
も
っ
て
、
ご
報
告
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 
 

 

この経験を生か

し、理事会にて

今後の除雪の対

応方法等を協議

しながら、組合

で小型除雪機を

購入して、『西多

摩の除雪作業に

役立てよう』と 

 

西多摩建設業協同組合 
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  １１ 月 事 業 報 告  

４日「若年者入職促進イベント」開催 

・多摩地区建設業 合同企業説明会開催   

・トークイベント ゲスト アンガールズ 

会場：パレスホテル立川 ローズルーム 

 ５日 西多摩地区建設業界暴力団等排除協議 

平成２６年度研修（講演）及び総会開催  

１０日 災害対策安全委員会 

１１日 広報委員会 ２４４号編集発行 

１４・１５日 東日本大震災被災地研修実施 

１７日 総務委員会 

１９日 除雪機８台納車 

１９日 理事会 

２８日 技術講習会開催（災害対策安全委員会）  

 １２ 月 事 業 計 画  

２日 事業委員会 

３日 第１６回西多摩地区安全衛生大会（西多摩分会） 

９日 現場安全パトロール 災害対策安全委員会 

１０日 若手経営者の会 忘年会 

１２日 広報委員会 ２４５号編集発行 

１５日 総務委員会 

１７日 理事会 

  

 

  １月２１日（水）新年会  午後６時から 

   会場：青梅市福祉センター ３階すずらん 

     
 

◇日建学院青梅認定校（西建協）からのご案内◇ 

受講生募集案内 『合格のための受験対策講座』 
<青梅校 2015年度開講講座〉 

◎２級建築士学科（日曜）コース  

◎１級建築施工管理技士学科講座  毎週 火・木 

講義日程 ２月１９日（木）スタート 

◎１級土木施工管理技士学科講座  毎週 火・木 

講義日程  3月中旬スタート 

◎給水装置工事主任技術者 受験対策講座  

◎２級土木施工管理技士コース 

基礎講義 ６月２５日（木）～７月９日（木） 

      １８時４０分～２０時１０分 毎週 火・木 

本講義  ７月１４日（火）～１０月１３日（火） 

◎宅地建物取引主任者本科コース  

・講義日時 基礎講義 ３月初旬（水）～４月中旬 

本講義 ４月下旬（水）～９月２４日（水） 

            １３時～１７時２０分 毎週 水  

◎２級建築施工管理技士コース 

・講義日時 基礎講義 ９月１日（火）～９月１５日（火） 

        １８時３０分～２０時００分 毎週 火・木 

        本講義 ９月２４日（木）～１１月４日（日） 

西多摩建設業協同組合が「日建学院認定校」として 

青梅校を開講（６年目）致します。 

会員企業の皆様からの受講問合せ（受講申込）等の 

連絡をお待ちしております。 

＊詳細説明は随時致します。 

＊先ず下記までお問合せ下さい。 

連絡先 青梅認定校（西建協） 0428-22-6245 石川 

 日建立川校  担当：澤田 080-9349-3870 
 

 

 

災害対策安全委員会パトロール報告 

災害対策安全委員会 副委員長 島田昌典 
 

平成２６年１２月９日に実施した、安全パトロールについて報告いた

します。 

今回は委員が２班に分かれて、３現場のパトロールを行いました。 

各現場ともに、大変よく管理されており指摘事項はありませんでした。 

そんな事から、各現場において良かった点を記載いたします。 

①奥多摩建設工業（株） 

工事名：道路災害防除工事（２６西の１０）    

工事場所：奥多摩町日原地内 

請負金額：￥９４,２４８,８２４円 

現場代理人：青木孝道    進捗率：４７％ 

整理整頓がよく出来ていて、毎朝のＫＹでの墜落災害の防止対策も

徹底されていた。急勾配の階段だったので、手すりを３段設置してい

るところが良かった。 

 

②（株）興栄 

工事名：道路改修工事及び電線共同溝設置工事（西－駒木の１６） 

工事場所：青梅市駒木町１丁目地内 

請負金額：￥１００,０００,０００円 

現場代理人：下山光徳   

進捗率：５％ 

腕章を付けた架空線監 

視員を選任しており、バ 

ックホウの旋回や、ダン 

プの荷台の上下時などを 

注視していた。 

｢とまるくん｣という車 

両強制停止装置を作業帯 

最前部に設置し、作業帯 

内の安全を確保していた。 

（写真参照） 

 

③（株）村尾重機 

工事名：青梅市藤橋三丁目９番地から同市今井三丁目１番地先間外 

１カ所配水小管布設替え及び新設工事 

工事場所：青梅市藤橋三丁目地内   

請負金額：￥２４０,０００,０００円 

現場代理人：並木孝治    

進捗率：５５％ 

現場代理人から作業員まで全員が 

お揃いの安全チョッキを着用してい 

たが、その安全チョッキがオリジナ 

リティーに溢れ、イメージがとても 

良かった。（写真参照） 

職務分担が一目で分かるよう 

に、ヘルメット前頭部に明示し 

てあった。 

作業員全員が、緊急時の連絡 

体制などの対応を記載したカー 

ドを携帯していた。（写真参照） 

 

どの現場も、創意工夫がなされ 

ていて素晴らしいなと感じました。 

「安全は全てに優先する！」当たり前のことであり、誰もが頭では理

解していることです、しかしながら現場での事故は無くなりません。 

事故で幸せになる人はいま 

せん、現場に携わる人、一人 

一人が安全に対する意識を、 

レベルアップすることが大切 

なのではないでしょうか。 

今のままで良いと言うこと 

ではなく、全ての事は今以上 

にレベルアップできるはずだ 

という気持ちで、現場全体を 

見て、創意工夫し安全に対す 

る、新しい行動を起こすことが必要だと思いました。 

 

 

 

 


